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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 46,284 2.9 3,100 △9.8 2,368 △18.8 1,155 △37.3

2019年3月期第1四半期 44,972 △13.8 3,439 △52.3 2,916 △57.6 1,844 △59.9

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　316百万円 （△87.4％） 2019年3月期第1四半期　　2,504百万円 （△54.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 20.29 20.29

2019年3月期第1四半期 32.31 32.30

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第1四半期 197,600 109,964 55.6 1,928.21

2019年3月期 201,234 112,973 56.0 1,980.27

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 109,825百万円 2019年3月期 112,790百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 65.00 ― 65.00 130.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 65.00 ― 65.00 130.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 93,400 4.2 5,900 △16.0 5,000 △14.3 3,000 △32.9 52.67

通期 191,000 5.3 14,500 △1.0 11,700 1.5 7,600 19.0 133.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 57,361,724 株 2019年3月期 57,361,385 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 404,491 株 2019年3月期 404,381 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 56,957,005 株 2019年3月期1Q 57,084,095 株

（注）当社は役員報酬BIP信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を、期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式に含
めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提と
しております。実際の業績等は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項等につきましては、添付資料の３ページをご参照ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料は2019年８月８日（木）に当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

（１）経営成績、財政状態及びキャッシュ・フローの状況 

①経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米中貿易摩擦をはじめとする通商問題の動向等によって、先行

き不透明な状況が続いております。 

わが国においては、外需の下げ止まりと内需の持ち直し等により、景気の緩やかな回復が続いております。 

臨床検査業界におきましては、引き続く価格下落圧力及び同業他社との競争激化を反映して、厳しい事業環境が

継続しております。 

このような環境のなか、当社グループといたしましてはさらなる成長を遂げるため、既存事業の強化をはじめ、

新規事業の育成を開始するなど、経営諸施策に積極的に取り組んでまいりました。 

これらの結果といたしまして、当第１四半期連結累計期間の売上高は46,284百万円（前年同四半期比2.9%増）と

なりました。臨床検査薬事業において日赤事業の契約終了による減収影響があったものの、受託臨床検査事業、滅

菌関連事業の成長、新規育成事業及びその他において2019年２月に買収した株式会社セルメスタの業績が寄与した

ことなどから、結果として増収となりました。利益面では、前第１四半期連結累計期間において施設環境改善、業

務効率化、コンサルティング費用等の一過性の費用が発生したことによる影響があった一方、当第１四半期連結累

計期間において臨床検査薬事業における日赤事業の契約が終了したこと及び新規大口顧客獲得に伴う先行費用が発

生したこと等により、営業利益は3,100百万円（前年同四半期比9.8%減）、経常利益は2,368百万円（前年同四半期

比18.8%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,155百万円（前年同四半期比37.3%減）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結累計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

 

イ．受託臨床検査事業 

売上面では、開業医及び院内事業における新規獲得顧客及び遺伝子関連検査をはじめとした特殊検査等の新規

項目の売上が貢献し、増収となりました。利益面では、前第１四半期連結累計期間に一過性の費用が発生した影

響等により増益となりました。これらの結果、売上高は29,571百万円（前年同四半期比6.0%増）、営業利益は

1,818百万円（前年同四半期比28.8%増）となりました。 

 

ロ．臨床検査薬事業 

ルミパルス事業においては、欧州をはじめとした海外での売上が伸長した一方、国内における日赤事業の契約

終了の影響により減収となりました。OEM・原材料事業は、堅調に推移し増収となりました。利益面では、前第

１四半期連結累計期間に一過性の費用が発生した一方、当第１四半期連結累計期間において日赤事業の契約が終

了したこと及び新規大口顧客獲得に伴う先行費用が発生したこと等により減益となりました。これらの結果、売

上高は9,861百万円（前年同四半期比10.0%減）、営業利益は1,381百万円（前年同四半期比34.0%減）となりまし

た。 

 

ハ．滅菌関連事業 

売上面では、契約価格の見直し、消耗品の販売が伸長したこと等から増収となりました。利益面では契約価格

の見直し等により増益となりました。これらの結果、売上高は5,096百万円（前年同四半期比9.0%増）、営業利

益は576百万円（前年同四半期比110.8%増）となりました。 

 

ニ．新規育成事業及びその他 

売上面では、在宅・福祉用具事業の伸長及び2019年２月に買収した株式会社セルメスタの業績が寄与したこと

等により増収となりました。利益面では、各事業への先行費用が発生し減益となりました。これらの結果、売上

高は1,754百万円（前年同四半期比20.9%増）、営業損失は179百万円（前年同四半期は営業利益80百万円）とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

- 2 -

みらかホールディングス㈱(4544)　2020年３月期　第１四半期決算短信



②財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ3,634百万円減少し、197,600百万円となりま

した。その主な要因は、流動資産その他の増加5,452百万円、無形固定資産その他の増加1,158百万円及び有形固定

資産その他（純額）の増加803百万円があった一方、現金及び預金の減少9,373百万円、受取手形及び売掛金の減少

1,202百万円及び仕掛品の減少491百万円があったためであります。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ625百万円減少し、87,636百万円となりまし

た。その主な要因は、流動負債その他の増加5,799百万円があった一方、賞与引当金の減少3,530百万円、長期借入

金の減少1,835百万円及び支払手形及び買掛金の減少1,318百万円があったためであります。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ3,009百万円減少し、109,964百万円となりま

した。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益1,155百万円があった一方、配当金の支払3,711百万円

及び為替調整勘定の減少1,054百万円があったためであります。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.4％減少し、55.6％となりました。 

 

③キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ9,373

百万円減少し、24,314百万円となりました。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は1,527百万円（前年同四半期2,881百万円の獲得）となりました。その主な要因

は、その他の流動負債の増加額4,659百万円、減価償却費2,419百万円、税金等調整前四半期純利益1,993百万円、

売上債権の減少額779百万円、未払消費税等の増加額685百万円及び持分法による投資損益661百万円があった一

方、法人税等の支払額4,475百万円、賞与引当金の減少額3,520百万円、仕入債務の減少額1,051百万円及びその他

の流動資産の増加額970百万円があったためであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は6,115百万円（前年同四半期11,164百万円の使用）となりました。その主な要因

は、有形固定資産の取得による支出2,200百万円、無形固定資産の取得による支出1,914百万円、子会社株式の取

得による支出1,000百万円及び貸付けによる支出939百万円があったためであります。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は5,768百万円（前年同四半期39,141百万円の獲得）となりました。その主な要因

は、配当金の支払額3,691百万円及び長期借入金の返済による支出1,811百万円があったためであります。

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年５月14日に公表いたしました業績予想と変更はありません。 

臨床検査業界は、国内市場の成長鈍化とグローバル化の観点から、一段と厳しい競争の時期を迎えております。こ

のような環境の中、当社は、グループ全体における次連結会計年度の業績として、売上高1,910億円、営業利益145億

円、経常利益117億円、当期純利益76億円を見込んでおります。 

なお、業績の見通しにつきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える

不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績等は、今後様々な要因によっ

てこれと大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

- 3 -

みらかホールディングス㈱(4544)　2020年３月期　第１四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 33,699 24,325 

受取手形及び売掛金 34,145 32,942 

商品及び製品 5,302 5,640 

仕掛品 5,429 4,938 

原材料及び貯蔵品 5,212 5,360 

その他 5,988 11,440 

貸倒引当金 △128 △118 

流動資産合計 89,649 84,530 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 16,714 16,374 

工具、器具及び備品（純額） 19,346 19,472 

土地 11,008 11,020 

その他（純額） 7,684 8,487 

有形固定資産合計 54,753 55,355 

無形固定資産    

のれん 2,029 1,764 

顧客関連無形資産 1,105 1,061 

ソフトウエア 5,445 5,698 

その他 6,517 7,676 

無形固定資産合計 15,098 16,201 

投資その他の資産    

投資有価証券 14,598 14,487 

その他 27,077 26,969 

貸倒引当金 △22 △22 

投資その他の資産合計 41,653 41,435 

固定資産合計 111,505 112,991 

繰延資産 80 77 

資産合計 201,234 197,600 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 10,396 9,078 

電子記録債務 1,278 1,538 

短期借入金 10,000 10,000 

1年内返済予定の長期借入金 6,477 6,461 

未払金 7,880 7,765 

未払法人税等 1,066 520 

賞与引当金 6,054 2,523 

その他 8,089 13,889 

流動負債合計 51,242 51,777 

固定負債    

社債 15,000 15,000 

長期借入金 15,398 13,563 

退職給付に係る負債 2,284 2,397 

資産除去債務 649 651 

株式給付引当金 52 55 

補償損失引当金 481 467 

その他 3,151 3,722 

固定負債合計 37,018 35,858 

負債合計 88,261 87,636 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,113 9,114 

資本剰余金 24,835 24,836 

利益剰余金 80,601 78,474 

自己株式 △1,631 △1,631 

株主資本合計 112,920 110,795 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 345 542 

為替換算調整勘定 △81 △1,136 

退職給付に係る調整累計額 △393 △376 

その他の包括利益累計額合計 △129 △969 

新株予約権 182 138 

純資産合計 112,973 109,964 

負債純資産合計 201,234 197,600 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 44,972 46,284 

売上原価 28,997 31,520 

売上総利益 15,975 14,763 

販売費及び一般管理費 12,535 11,663 

営業利益 3,439 3,100 

営業外収益    

受取利息 22 18 

受取配当金 14 21 

その他 81 78 

営業外収益合計 118 118 

営業外費用    

支払利息 48 57 

持分法による投資損失 509 661 

その他 83 131 

営業外費用合計 640 850 

経常利益 2,916 2,368 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

新株予約権戻入益 16 43 

その他 4 － 

特別利益合計 22 43 

特別損失    

固定資産除却損 23 7 

リース解約損 － 87 

契約終了に伴う整理損 － 323 

その他 271 0 

特別損失合計 294 418 

税金等調整前四半期純利益 2,644 1,993 

法人税、住民税及び事業税 333 151 

法人税等調整額 466 685 

法人税等合計 799 837 

四半期純利益 1,844 1,155 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,844 1,155 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

四半期純利益 1,844 1,155 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △11 197 

為替換算調整勘定 640 △1,054 

退職給付に係る調整額 30 17 

その他の包括利益合計 660 △839 

四半期包括利益 2,504 316 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,504 316 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,644 1,993 

減価償却費 1,901 2,419 

のれん償却額 251 253 

リース解約損 － 87 

契約終了に伴う整理損 － 323 

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,795 △3,520 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △31 120 

受取利息及び受取配当金 △37 △40 

支払利息 48 57 

持分法による投資損益（△は益） 509 661 

売上債権の増減額（△は増加） △1,248 779 

たな卸資産の増減額（△は増加） △479 △863 

仕入債務の増減額（△は減少） △163 △1,051 

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,028 685 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,299 △970 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,470 4,659 

その他 492 437 

小計 4,291 6,034 

利息及び配当金の受取額 113 46 

利息の支払額 △45 △77 

法人税等の支払額 △1,477 △4,475 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,881 1,527 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △8,505 △2,200 

無形固定資産の取得による支出 △1,575 △1,914 

貸付けによる支出 △545 △939 

事業譲受による支出 △517 － 

子会社株式の取得による支出 － △1,000 

その他 △20 △61 

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,164 △6,115 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 23,000 － 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △170 △264 

長期借入れによる収入 20,000 － 

長期借入金の返済による支出 － △1,811 

配当金の支払額 △3,689 △3,691 

その他 1 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 39,141 △5,768 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42 △149 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,815 △10,505 

現金及び現金同等物の期首残高 20,444 33,688 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1,131 

現金及び現金同等物の四半期末残高 51,260 24,314 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

(ASU第2014-09号「顧客との契約から生じる収益」の適用) 

 米国会計基準を適用する在外連結子会社において、ASU第2014-09号「顧客との契約から生じる収益」(2014年５

月28日。以下「ASU第2014-09号」という。)を、当第１四半期連結会計期間より適用しております。 

 ASU第2014-09号の適用により、約束した財又はサービスが顧客に移転された時点で、当該財又はサービスと交換

に権利を得ると見込む対価を反映した金額で、収益を認識することが求められており、適用にあたっては遡及修正

による累積的影響額を適用開始日時点で認識する方法に従っております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の利益剰余金の期首残高が628百万円増加しております。また、当第１四

半期連結累計期間の売上高が322百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ198

百万円増加しております。 

 

(IFRS第16号「リース」の適用) 

 国際財務報告基準を適用する在外連結子会社において、IFRS第16号「リース」（2016年１月13日。以下、「IFRS

第16号」という。）を、当第１四半期連結会計期間より適用しております。 

 IFRS第16号はリースの借手に、原則としてすべてのリースについて資産及び負債を認識すること等を要求してお

り、適用にあたっては遡及修正による累積的影響額を適用開始日時点で認識する方法に従っております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の資産及び負債がそれぞれ411百万円増加しています。資産の増加は

リース資産、負債の増加はリース債務の増加によるものです。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
受託臨床 
検査事業 

臨床検査 
薬事業 

滅菌関連 
事業 

新規育成 
事業及びそ

の他 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 27,890 10,955 4,676 1,450 44,972 － 44,972 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

11 854 － － 866 △866 － 

計 27,902 11,810 4,676 1,450 45,839 △866 44,972 

セグメント利益 1,411 2,092 273 80 3,858 △418 3,439 

（注）１．セグメント利益の調整額△418百万円は、セグメント間取引消去1,594百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,013百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動） 

第１四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
受託臨床 
検査事業 

臨床検査 
薬事業 

滅菌関連 
事業 

新規育成 
事業及びそ

の他 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 29,571 9,861 5,096 1,754 46,284 － 46,284 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

7 883 － 7 898 △898 － 

計 29,579 10,744 5,096 1,761 47,182 △898 46,284 

セグメント利益又は損

失（△） 
1,818 1,381 576 △179 3,597 △496 3,100 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△496百万円は、セグメント間取引消去1,576百万円及び各報告

セグメントに配分していない全社費用△2,073百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

(報告セグメントの変更） 

 当第１四半期連結会計期間より、既存事業の強化に加え、将来の飛躍的かつ持続的な成長を目的とし、新た

な事業の育成にも注力してまいります。また、既存事業につきましても、その事業特性及び事業規模をふま

え、セグメント構成を見直すことといたしました。この結果、報告セグメントを従来の「受託臨床検査事

業」、「臨床検査薬事業」及び「ヘルスケア関連事業」の３区分から「受託臨床検査事業」、「臨床検査薬事

業」、「滅菌関連事業」及び「新規育成事業及びその他」の４区分に変更しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は,変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したも

のを開示しております。 

(会計方針の変更） 

 会計方針の変更に記載の通り、当第１四半期連結会計期間よりASU第2014-09号「顧客との契約から生じる収

益」を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期累計期間の「臨床

検査薬事業」の売上高が322百万円増加し、セグメント利益が198百万円増加しております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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